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＜広島大学女性科学技術フェローシップ制度による支援の概要＞ 

  

1．理工系女性 M2 奨学生及び理工系女性リサーチフェロー(以下「理工系女性リサーチフェロ

ー等」という。)への支援 

(１)生活費相当の研究専念支援経費として，理工系女性 M2 奨学生には，月額 7.5 万円を支

給します 。原則として 5 月・7 月・9 月・11 月・1 月・3 月に 2 か月分を支給します。 

（２）理工系女性Ｍ２奨学生が本学の博士課程後期に進学した場合，理工系女性リサーチフェロ

ー と し て 支援 を 継続 し ，原則 とし て ３ 年間 ， 生活 費 相当 の 研究 専 念支 援 経費 とし て ， 月 額 １５ 万

円を支給します 。原則として 5 月・7 月・9 月・11 月・1 月・3 月に 2 か月分を支給します 。  

(3) 理工系女性 M2 奨学生には，研究費として，研究専念支援経費支給の期間，２４万円以内

(令和５年度は１６万円以内)を配分します 。 

理工系女性リサーチフェローには，研究費として，研究専念支援経費支給の期間，各年度 42 

万円以内を配分します。 

（４）理工系女性リサーチフェロー等が，出産・育児・傷病等により研究の継続が困難となった場

合は，個別の事情を確認して支援の方法を判断します。  

(５)研 究 専 念 支 援 経 費 は ， 雑 所 得 と し て 課 税 対 象 と な り ， 理 工 系 女 性 リ サ ー チ フ ェ ロ ー 等 自 ら

が 所 得 税 に関 す る確 定 申告 を 行 う こと が 必要 です 。 ま た ， 扶養 義 務者(親 等)の 扶 養 に 入っ て

いる方は，扶養から外れる可能性があります。研究専念支援経費が税法上雑所得として扱われ

る こ と を 扶 養 義 務 者(親 等)に 伝 え る と と も に ，



(５)休 学 し た 場 合 。 ただ し ， 出 産 ・ 育 児 ・ 疾 病 等の 場合 は ， 支 給 を 一 時 中断 し て復 帰 後 に 再 開す

るなど，状況に応じ個別に判断します。  

(6)退学した又は除籍となった場合。 

(7)応募資格を満たしていないことが判明した場合。 

(８)その他学長が取り消すべき事由があると判断した場合。  

  

3．研究専念支援経費・研究費の返還  

早 期 修了 や 支 援の 取消 し 等 に よ り 支 援 期間 が短 縮さ れ る 場 合 ，支 援 を終 了す る 時 点 で 研究 専

念 支 援 経 費の 支 給 を 停止し ， 超 過 し て 支給 し て い る場 合 に は ， 超 過 額 を返 還 いた だ き ま す 。 ま

た，研究費についても 支援期間を短縮した月数に応じて按分した金額を返還いただきます 。 

 

4．その他  

(1)研 究 活 動 に 支 障 が な い 範 囲 で ，TA，RA 等 で 給 与 を 受 給 す る こ と や ， ア ル バ イ ト を 行 う こ

とは可能です。  

(2)理工 系女性リ サ ーチフェロ ー等 に採択 され た方は ，本学 のホ ー ムペ ージ でその氏 名を公 表

します。  

(3)申 請 書 等 に 記 載 さ れ て い る 個 人 情 報 ， な ら び に 必 要 に 応 じ 所 属 研 究 科 よ り 提 供 の あ っ た

個人情報は，各種選考及び受入れ準備，教育・研究指導等の目的においてのみ利用します。 

（4）修了後のキャリアに関す る追跡調査をはじめ、各種調査にご協力ください。 


